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1. 研究の概要 

1.1 研究の背景・目的 

 ドイツ帝国(1871－1918 年)は 25 邦国と 1 つの属州

で構成され各邦国は独自の都市計画制度を有していた。 

 日本では、1919 年に制定された都市計画法(以下、都

計旧法とする。)と市街地建築物法(後の 1950 年に制定

された建築基準法)の規定内容検討の際、ドイツ帝国の

主な邦国の都市計画制度が参考とされた。邦国の内、3

つの王国のザクセン (Sachsen)王国、プロイセン

(Preußen)王国、及びヴュルテンベルク(Württemberg)

王国の都市計画制度については既往研究 1)2)3)4)で紹介さ

れている。しかし、王国の一つであるバイエルン

(Bayern)王国の都市計画制度は日本ではほとんど紹介

されていない。そこで、本研究ではバイエルン王国を対

象とし、その首都であるミュンヘン市を取り上げ、規制

内容や市街地のつくり方のシステムを明らかにするこ

とを目的とする。また、日本とドイツでは地区計画(ドイ

ツでは Bebauungsplan)(以下、B-Plan とする)に関して

も関りが深いことから、建築規制と都市計画との関係に

ついても解明していく。                         
 

1.2 研究の方法 

ドイツ帝国期に制定された法令の原典を資料として、そ

こで定められている条文の内容及び解説書を読み解き

分析する。本研究では当時のバイエルン王国ミュンヘン

市にて 1904 年 4 月 20 日に公布された条例 Staffel－ 

bauordnung5)(以下 St.B.O.とし「Staffelbauordnung」

を訳語として等級別建築条例とする)の翻訳をすること

で条例の構成を明らかにし、当時のミュンヘン市の市街

地拡大と都市計画・建築規制との関係を、同市の歴史に

ついて記述されている文献 6)を基に解明していく。研究

の流れをフロー図として図 1 に示す。 

 

2. 条例構成 

 St.B.O.の条例構成と内容について表 1 に示す。章構

成として、全体が 6 章 36 条で構成されている。特に B

章(3条－7条)とC章(12条－15条)に各等級の規定内容

が記されている。 

 

3. 建築規制 

 建築規制として９つの等級に分類されており、その中

でも等級 1－5 は閉鎖型注１）、等級 6－9 は開放型注２）の

2 種に分類され、大きな特徴としては隣棟間隔の有無と

なっている。各等級はそれぞれ異なった規定内容を有し

ており、その内容を表 2 に示す。表 2 によると、閉鎖

型、開放型は各等級を示す番号が大きくなるにつれて規

定内容が厳しくなる特徴を持ち、原則として、主家・中

庭・後家の形態に対して定められている。条例内にはこ

の形態による街区の一例も記されている。また、角地に

対しての緩和規定や、用途規制として禁止されている建

築物も記されている。 

 



 

4. 指定区域の取り方と分布 

 St.B.O.公布前後の 19 世紀終わりから 20世紀終わり

にかけて、市街地は大きく拡大した。 

各等級の指定区域の取り方については第 16 条で前面

道路との関係で決めることが定められている。場合によ

っては一つの街区の中に異なった等級が指定される場

合がある。その一例を図 2 に示す。 

当時(1904－1912 年)の指定区域を示すプランを基に

作成した各等級の分布図を図 3 に示す。これによると、

各等級の区域は、まとまった規模で指定されていること

がわかる。市街地中心部に閉鎖型、郊外にかけて開放型

が分布している。郊外において閉鎖型が部分的に指定さ

れているが、大部分は開放型となっている。 

 

5. 考察 

 開放型は閉鎖型と異なり、間口を制限し、最小隣棟間

隔を設けているため、従来の土地の高度利用を重視した

形式ではなく、通風面や採光面など衛生面を重視した形

式である。この条例では、開放型に加えて閉鎖型でも中

庭面積について規制することにより、衛生面に配慮し、

環境問題を解決しようとする意図が見られる。また、厳

しい規制内容を持つ等級では用途規制として、周囲に悪

影響が及ぶ可能性のある工場の建築物を建てることは

禁止されていることがわかった。 

 指定区域の取り方と分布を考察すると、前面道路との

関係で指定されていることがわかった。その分布を見る

と、閉鎖型は都心部、及びその縁辺部に指定されている

ことが読み取れ、つまり、そこでは既に道路が存在して

いる。一方、開放型は新規開発地において指定されてい

るため、まず道路が計画・築造され、その後に建築物が

規制されていたと考えられる。 

 条例の構成を見ると、開放型に関する条文(12 条－15

条)の前に B-Plan(8 条－11 条)についての規定が記され

ていたことから、新しい市街地のつくり方として、まず

道路を B-Plan で計画し、その沿道建築を St.B.O.でコ

ントロールするシステムが成立していたと推測する。そ

こで B-Plan と建築規制との関係を次報で考察する。 

［脚注］ 

注 1)閉鎖型は、連棟長屋の建築形式を言う。 

注 2)開放型は、戸建て住宅や間口の短い集合住宅の建築形式を言う。 
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